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体国 躍活で ！
盛 工 生！盛 工 生！
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こ
の
度
故
吉
田
昭
夫
前
会
長
の
ご
逝
去
に
伴
い
後
任
と
し

て
、
同
窓
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
、
土
木
科
41
年
卒
の

白
根
敬
介
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

故
吉
田
昭
夫
前
同
窓
会
長
７
月
20
日
91
歳
で
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

吉
田
昭
夫
前
会
長
に
は
平
成
16
年
に
盛
岡
工
業
高
校
第
９
代
同
窓
会
長
と
し
て

20
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
、
母
校
発
展
の
礎
を
築
い
て
頂
き
ま
し
た
、
在
任
中
は

1
1
0
・
1
2
0
周
年
記
念
事
業
の
実
施
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
部
・
文
化
部
活
動
へ
の

支
援
激
励
、
更
に
は
同
窓
会
総
会
、
東
京
支
部
、
桐
友
会
等
各
科
総
会
へ
の
参
加
等

同
窓
会
発
展
に
多
大
な
貢
献
頂
き
ま
し
た
事
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
敬
意
を

表
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

1
2
5
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
、
母
校
は
校
訓
「
質
実
剛
健
」
文
武
両
道
を
掲

げ
県
下
工
業
高
校
の
セ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
と
し
て
2
8
，0
0
0
人
余
卒
業
生
を
輩

出
し
社
会
に
貢
献
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

近
年
少
子
化
の
影
響
で
生
徒
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
2
0
2
0
年
か
ら
の
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
学
校
行
事
・
部
活
動
等
も
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
が
、
本
年
か
ら
2
類
か
ら
５
類
へ
分
類
が
引
き
下
げ
ら
れ
学
校
行
事
、
部
活
動
が

例
年
の
よ
う
に
各
種
大
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
母
校
生
徒
の
活
躍
に
よ
り
、
盛
岡

工
業
高
校
の
名
声
を
全
国
に
発
信
出
来
る
も
の
と
大
い
に
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
盛
岡
工
業
高
校
は
５
年
後
の
令
和
10
年
に
は
1
3
0
周
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
、
更
に
は
築
60
年
と
な
る
校
舎
の
建
て
替
え
の
時
期
に
来
て
い
る
と
こ

ろ
で
有
り
、
現
在
、
県
教
育
委
員
会
に
於
い
て
高
校
再
編
検
討
さ
れ
、
盛
岡
南
高
校

と
不
来
方
高
校
を
統
合
し
盛
岡
南
高
校
跡
地
に
母
校
校
舎
を
移
転
す
る
計
画
と
な
っ

て
お
り
、
同
窓
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
岩
手
県
を
始
め
関
係
機
関
と
移
転
内
容
を
共

有
し
な
が
ら
母
校
の
更
な
る
発
展
に
寄
与
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
同
窓
会
の
事
業
に
ご
理
解
ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
皆
様

の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

体
育
後
援
会
長

　
滝
浦
　
輝
雄

　

吉
田
昭
夫
前
同
窓
会
長
の
ご
逝
去
に
伴
い
、
こ
の
度
体
育

後
援
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
、

　

工
業
化
学
科
Ｓ
44
年
卒
の
滝
浦
輝
雄
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

７
月
２０
日
、
吉
田
昭
夫
前
同
窓
会
長
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
私
が
昨
年
度
ま
で
盛
工
ラ
ガ
ー
Ｏ
Ｂ
会
会
長
を
約
１３
年

務
め
る
間
で
、
吉
田
氏
に
は
多
大
な
る
ご
指
導
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
吉
田
氏
は
、
い
つ
も
毅
然
と
さ
れ
、
ラ
グ
ビ
ー
部

の
花
園
出
場
を
毎
年
強
く
願
っ
て
お
ら
れ
、
多
く
の
激
励
・

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

安
ら
か
な
る
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
盛
工
体
育
後
援
会
長
は
、
歴
代
小
川
久
太
郎
氏
、

白
根
敬
介
氏
と
継
承
さ
れ
、
両
氏
と
も
に
多
く
の
貢
献
と
実

績
を
残
さ
れ
て
お
り
、
敬
意
を
表
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
、
白
根
前
会
長
の
後
任
と
し
て
、
体
育
後
援
会
長
を

お
引
き
受
け
す
る
こ
と
と
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
る
と
と
も
に
、
大
変
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

我
が
母
校
の
学
生
た
ち
が
、
各
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
自

分
自
身
を
高
め
、
更
に
は
学
生
ス
ポ
ー
ツ
全
体
が
向
上
し
て

い
く
こ
と
を
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
、
同
窓
会
長
に
就
任
さ
れ
た
白
根
会
長
や
同
窓
会
の

皆
様
、
そ
し
て
瀬
戸
校
長
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
関
係
者
各

位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

同
窓
会
長　
白
根
　
敬
介

ご
あ
い
さ
つ

第
37
代
校
長

　
瀬
戸
　
和
彦

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
母
校
の
教
育
活
動
に
対

し
ま
し
て
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
こ
れ
ま
で
の
生
徒
の
活
動
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
例
年
以
上
に
本
校
生
徒
の
活
躍
は
目
覚
し
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
全
国
高
校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
岩
手
県
選

考
会
で
は
、
本
校
の
チ
ー
ム
が
上
位
を
独
占
し
、
福
井
県
で

開
催
さ
れ
た
全
国
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
で
は
２
チ
ー
ム
と
も

準
決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
。
ま
た
宮
城
県
名
取
市
で
行
わ
れ

た
電
気
自
動
車
の
大
会
で
は
、
本
校
の
２
チ
ー
ム
が
ジ
ュ
ニ

ア
ク
ラ
ス
２
位
と
５
位
に
な
る
な
ど
生
徒
は「
も
の
づ
く
り
」

の
分
野
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
で
は
、
鹿
児
島
国
体
に
出
場
し
た
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

部
や
陸
上
競
技
部
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
、
レ
ス
リ

ン
グ
部
が
上
位
進
出
し
、
県
内
の
高
校
で
は
最
も
活
躍
し
た

学
校
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
多
く
の
部
活
動
が
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、
県
内
外
で
活
躍
し
高
い
評
価
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

学
校
行
事
等
で
は
、
10
月
14
日（
土
）、
15
日（
日
）の
両
日

に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
盛
岡
で
「
盛
工
匠
祭
」
を
開
催
し
、
同
月

28
日（
土
）は
４
年
振
り
の
通
常
開
催
と
な
る
「
盛
工
祭
」
を

開
催
し
、
1
1
4
0
名
の
来
場
者
を
お
迎
え
し
、
大
盛
況
で

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
生
徒
は
自
分
の
目
標
を
定
め
、
他
者
と
協
働

し
な
が
ら
意
欲
的
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
本
校
は

こ
れ
か
ら
も
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
資
質
・
能
力
を
伸
ば
し
、

様
々
な
社
会
的
変
化
を
乗
り
越
え
、
豊
か
な
人
生
を
切
り
拓

い
て
い
く
人
物
の
育
成
を
目
指
し
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
の
皆
様
の
ご

協
力
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ
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栄
え
あ
る
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令和４年度　同窓会会計決算書
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★同窓会費納入にご協力をお願いいたします★
同封の振込用紙にて納入して下さい。

年間費 ― 3,000円（体育後援会費含む）

次期総会のお知らせ
令和６年度 盛工同窓会・体育後援会総会
期　日：令和６年７月６日（土） とき：午後６時より
ところ：ホテルメトロポリタン盛岡・本館

是非ご参加下さい 毎年７月第一土曜日に開催

令
和
５
年
度
盛
工
同
窓
会
・
体
育
後
援
会
総
会

令
和
５
年
度
盛
工
同
窓
会
・
体
育
後
援
会
総
会

　

今
年
度
の
総
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
３
年

間
中
止
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
４
年
ぶ
り
に

五
十
七
名
の
方
に
出
席
を
し
て
い
た
だ
き
無
事
開

催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

最
初
に
同
窓
会
長
が
体
調
不
良
の
た
め
体
育
後

援
会
長
の
白
根
敬
介
様
に
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

総
会
が
開
催
で
き
た
こ
と
や
今
後
行
わ
れ
る
校
舎

移
転
に
向
け
た
こ
と
な
ど
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
瀬
戸
和
彦
校
長
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
出
場
す
る
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
・
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
部
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
・
陸
上
競
技

部
・
定
時
制
陸
上
部
・
定
時
制
卓
球
部
の
紹
介
な

ど
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
長
に
赤
坂
忠
美
氏
（
二
日
会
S
50

年
卒
）
を
選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
は
じ
め

に
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告
で
は
、
４
月
８
日
の

入
学
式
で
2
4
6
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

中
止
し
て
お
り
ま
し
た
役
員
会
を
４
月
2３
日
に
サ

ン
セ
ー
ル
盛
岡
で
３
年
ぶ
り
に
開
催
で
き
た
こ

と
、
総
会
は
中
止
と
な
り
、
同
窓
会
入
会
式
、
部

活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
補
助
事
業
や
体
育
後

援
会
事
業
と
し
て
の
強
化
・
激
励
に
関
す
る
件
、

そ
し
て
各
科
・
支
部
活
動
を
報
告
し
、
決
算
と
合

わ
せ
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
令

和
５
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
審
議
を
い
た
だ
き
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
に
つ
い
て
は
、
世
の
中
の
状
況
を
考
え

今
年
も
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
年
度
は
和
や
か
で
楽
し
い
懇
談
会
を
実
施
で

き
る
よ
う
に
し
、
エ
ー
ル
並
び
に
校
歌
を
高
ら
か

に
斉
唱
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
同
窓
会
事
務
局
で
は
令
和
11
年
度
以
降

に
行
わ
れ
る
校
舎
移
転
に
向
け
て
準
備
委
員
会
を

立
ち
上
げ
る
た
め
準
備
し
て
お
り
ま
す
。
各
科
・

支
部
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
進
め
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
引
き
続
き
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

︻
期
日
︼　

令
和
５
年
７
月
１
日
︵
土
︶

︻
場
所
︼　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
本
館

【
令
和
４
年　

秋
の
叙
勲
】

旭
日
中
綬
章

地
方
自
治
功
労
（
元　

八
幡
平
市
長
）

田
村　

正
彦
氏　
（
普
通
Ｓ
41
年
卒
）

旭
日
双
光
章

地
方
文
化
功
労

（
現　

岩
手
県
民
謡
協
会
会
長
）

藤
沢　

清
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男子65㎏	 千田　徠貴（C2）
男子71㎏	 伊藤　慎人（C2）
男子125㎏	 阿部　龍樹（ME1）

◆柔道部
第75回岩手県高等学校総合体育大会柔道競技岩手
県大会
男子団体戦　盛工　４－１　一関学院
　　　　　　盛工　２－１　専北
　　　　　　盛工　０－５　盛岡中央　ベスト８
男子個人戦　
男子60kg級	 鳥居　義斗（ME3）ベスト16、
	 佐藤　　望（EI3）
男子73kg級	 佐々木翔真（M3）　ベスト16
男子90kg級	 伊藤　榛己（AD3）　第３位
� 東北大会出場
	 柳本暖翔（ME3）　ベスト16
第68回岩手県高等学校新人柔道大会
男子個人試合　無段の部
軽量級	 第１位　佐々木栞汰（AD1）
	 第３位　大塚　　誠（ME2）
男子個人試合　無段の部
中量級	 第１位　岩渕　來斗（E2）
	 第２位　浦田　豊陸（E2）
	 第３位　武田　温斗（E1）
	 第３位　鳥屋部颯大（E1）

◆水泳部
第75回岩手県高等学校総合
体育大会水泳競技
50m自由形	 阿部　　薫（C3）
� 37.52
	 川村　岳斗（C3）
� 31.24
	 山崎　光貴（E1）
� 30.96
100m自由形	 阿部　隼人（C3）� 1:12.97
	 川村　岳斗（C3）� 1:13.18
	 山崎　光貴（E1）� 1:16.71
200m自由形	 阿部　隼人（C3）� 2:45.94
100mバタフライ　高橋　登志（AD2）� 1:17.26
男子4×100フリーリレー� 4:51.75
　�高橋登志（AD2）、阿部隼人（C3）、 川村岳斗（C3）、
山崎光貴（E1）
男子4×200フリーリレー� 11:27.95
　�高橋登志（AD2）、山崎光貴（E1）、阿部隼人（C3）、
川村岳斗（C3）

岩手県高等学校新人大会
50m自由形	 山崎　光貴（E1）� 30.07
100m自由形	 山崎　光貴（E1）� 1:11.90
100mバタフライ
	 高橋　登志（AD2）� 1:13.40

◆卓球部
高校総体
団体戦の出場
１回戦　盛工　３－２　福岡工
２回戦　盛工　０－３　一関第一　ベスト32
岩手県県新人大会
団体戦の出場
男子
１回戦　盛工　1－3　大船渡
女子（盛附との合同チーム　名称→盛附・盛工）
１回戦　盛附・盛工　３－２　花巻南
２回戦　盛附・盛工　０－３　一関第二
　ベスト16

◆登山部
第75回岩手県高等学校総合体育大会
男子学校対抗（Ａ隊）
第３位　92.4点
　�田ノ岡慎梧（AD3）、大村　穂高（AD3）、　　　
田中　　遼（AD3）、古川　晴琉（E3）

◆野球部
第70回春季東北地区高等学校野球岩手県大会地区
予選
盛工　２－12　盛岡第三（５回コールド）
盛工　４－11　盛岡中央（８回コールド）
第105回全国高等学校野球選手権岩手大会
盛工　８－０　盛岡南（８回コールド）
盛工　２－３　一関工業
第76回秋季東北地区高等学校野球岩手県大会
盛岡地区予選
盛工　７－０　不来方・紫波連合
盛工　１－６　盛岡中央
盛工　２－１　盛岡市立
第76回秋季東北地区高等学校野球岩手県大会
盛工　２－７　高田

◆陸上部
県高校総体
男子総合	 第６位　51点
フィールドの部　第１位　42点

　（第６位内は東北大会出場）
男子800m	 第２位　小笠原　英（ME3）
� 2分00秒12
	 第８位　菊池　勇真（ME3）
� 2分16秒19　
男子1500m	 第８位　小笠原　英（ME3）
� 4分10秒35
男子砲丸投	 第２位　上野天空翔（E3）� 13m90
	 第６位　佐々木響己（C2）� 11m62
男子円盤投	 第１位　上野天空翔（E3）� 37m18
	 第３位　佐々木響己（C2）� 34m44
男子ハンマー投
	 第１位　上野天空翔（E3）� 50ｍ40
	 第３位　藤原　優人（AD3）� 43m17
	 第６位　山下　暖人（AD2）� 37m34
東北高等学校陸上競技大会

（インターハイ東北予選会）
男子ハンマー投
	 第２位　上野天空翔（Ｅ3）� 52m86
　※インターハイ出場決定
男子砲丸投	 第７位　上野天空翔（Ｅ3）� 13m76
岩手県陸上競技選手権大会（国体予選）
[国体予選の部]
男子ハンマー投
	 第１位　上野天空翔（E3）� 53m25
	 第４位　藤原　優人（AD3）� 44m15
	 第８位　山下　暖人（AD2）� 33m95
[記録会の部]
男子1500m	 第１位　小笠原　英（ME3）
� 4分6秒02
男子走幅跳	 第３位　清野　　晄（ME3）� 6m26
男子砲丸投	 第２位　上野天空翔（E3）� 13m05
	 第５位　佐々木　響（C2）� 10m84
男子円盤投	 第１位　佐々木　響（C2）� 35m38
	 第８位　武田　結人（E1）� 27m11
男子やり投	 第７位　佐々木煌琉（AD1）� 35m69
全国高校総体
男子砲丸投予選１組
	 第７位　上野天空翔（Ｅ3）� 56m30
県新人大会
男子学校対抗
　総合　フィールドの部　第３位　28点
　（第４位内は東北新人大会に出場）
男子110mH	 第７位　菊池　祐希（C1）� 16秒60
男子砲丸投	 第４位　佐々木　響（C2）� 11m20
男子円盤投	 第１位　佐々木　響（C2）� 34m00
	 第５位　武田　結人（E1）� 29m68
男子ハンマー投
	 第４位　山下　暖人（AD2）� 35m24
女子ハンマー投
	 第６位　立花　優奈（AD2）� 14m24
国民体育大会
少年男子Ａハンマー投
	 第８位　上野天空翔（E3）� 55m27
県秋季陸上大会
男子110mH	第７位　菊池　祐希（C1）　16秒78
男子400mR	 第８位　坂上　大晟（C1）
	 　　　　遠藤　陽斗（ME2）
	 　　　　菊池　祐希（C1）
	 　　　　佐々木龍樹（E2）� 44秒51
男子砲丸投	 第５位　佐々木響己（C2）� 10m58
　　　　　	 第６位　山下　暖人（AD2）� 10m15
男子円盤投	 第１位　上野天空翔（E3）� 37m56
	 第５位　竹田　結人（E1）� 30m34
	 第７位　佐々木斗吾（E2）� 29m67
男子槍投	 第８位　佐々木斗吾（E2）� 49m21
男子ハンマー投
	 第３位　山下　暖人（AD2）� 39m66
女子ハンマー投
	 第８位　立花　優奈（Ch2）� 17m61

◆バスケットボール部
第75回岩手県高等学校総合体育大会バスケット
ボール競技
男子
２回戦　盛工　150－38　水農・前沢
３回戦　盛工　　66－96　一関工業
第69回岩手県高等学校新人バスケットボール大会
盛岡地区予選
男子２回戦　盛工　127－54　盛岡商業
男子トーナメント準決勝
　　　　　　盛工　103－57　盛岡第一
男子トーナメント決勝
　　　　　　盛工　　92－38　盛岡誠桜
男子決勝リーグ　
　　　　　　盛工　　85－83　岩手
　　　　　　盛工　　85－70　盛岡南
　　　　　　盛工　　81－69　盛岡市立

◆演劇部
岩手県高等学校総合文化祭演劇部門県央・南盛岡
地区発表会（兼　第77回県央・南盛岡ブロック高校
演劇研究発表会）
「卒業式の前日に前日が前日を」　優良賞

第46回岩手県高等学校総合文化祭演劇部門発表
会・第49回岩手県高等学校演劇発表大会
生徒講評部門　優良賞　浜崎　時花（C2）
◆吹奏楽部
第47回岩手県マーチングバトンフェスティバル
優秀賞
第52回マーチングバンド・バトントワーリング東
北大会
ハートフルスゥイング賞
ヤマハ賞

◆文学部
第46回岩手県高等学校総合文化祭
文芸部門　短歌　入選　佐藤　　柊（E2）

◆自動車部
2023ワールドエコノムーブ大会
ベルーガ１号
ジュニアクラス　第３位　吉岡　和生（ME3）、
　　　　　　　　　　　　鈴木　智也（ME2）
ベルーガ２号
ジュニアクラス　第８位　白戸　康祐（M3）、
　　　　　　　　　　　　大年　玲矢（M2）
2023ワールド・エレクトリック・ビークル・チャ
レンジ イン　ナトリ
ベルーガ１号
ジュニアクラス　第２位
　� 鈴木　智也（ME2）
ベルーガ２号
ジュニアクラス　第５位
　� 大年　玲矢（M2）

◆軽音楽部
第46回岩手県高等学校総合文化祭第23回軽音楽発
表会
優良賞　Deiaster　宮田虎太郎（M2）
　　　　　　　　　浦田　華花（E2）
　　　　　　　　　小武方幸來（EI2）
　　　　　　　　　笹森　涼誠（EI2）
　　　　　　　　　山田　　晴（AD2）
優良賞　Metal Zone
　　　　　　　　　若松　昌哉（M3）
　　　　　　　　　小田中大岳（E3）
　　　　　　　　　近藤　愛捷（EI3）
　　　　　　　　　竹花　勇飛（EI3）
　　　　　　　　　松田　蒼空（AD3）

◆囲碁将棋部
第47回文部科学省大臣杯高校囲碁選手権岩手県大会
個人Ｂ級	 第１位　鈴木　広翔（EI2）
　　ＣⅠ級	 第１位　高橋信之介（EI3）
　　ＣⅡ級	 第２位　千葉　響希（EI2）
団体Ａ級	 第５位　鈴木　広翔（EI2）
　　　　　　　　　　武田陽和太（EI2）
　　　　　　　　　　藤川　裕睦（EI2）
第45回岩手県高等学校将棋大会
個人Ｂ級	 第４位　佐々木崇悟（M3）
団体Ｂ級	 第１位　鈴木　広翔（EI2）
	 　　　　藤川　裕睦（EI2）
	 　　　　千葉　響希（EI2）
第32回岩手県高等学校文化連盟囲碁新人大会
個人ＣⅠ級	 第２位　一柳　リイ（E1）
　　ＣⅡ級	 第２位　千葉　吹雅（EI2）
　　ＣⅢ級	 第１位　遠藤　尚広（M1）
	 第２位　右京琉之介（ME1）
　　Ｄ級	 第２位　鎌田　遥人（ME1）
団体戦Ａ級	 第４位　藤川　裕睦（EI2）
	 　　　　鈴木　広翔（EI2）
	 　　　　千葉　響希（EI2）
　　　Ｂ級	 第１位　武田陽和太（EI2）
	 　　　　鈴木　大星（EI2）
	 　　　　松下　叶人（EI2）
	 第２位　根木　聖冬（E1）
	 　　　　三上　純生（EI2）
	 　　　　鈴木　雄斗（ME1）
第42回岩手県高等学校文化連盟将棋新人大会
団体戦Ａ級	 優勝　　千葉　響希（EI1）
	 　　　　鈴木　広翔（EI1）
	 　　　　藤川　裕睦（EI1）

◆建築研究会
令和５年度高校生ものづくりコンテスト2023岩手
県大会
木材加工部門
第１位　工藤　耕平
� （AD1）
� （東北大会出場権獲得）
第４位　川原　快翔
� （AD1）
第５位　杉下　　蓮
� （AD1）
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◆アーチェリー部
第75回岩手県高等学校総合
体育大会アーチェリー競技
男子団体	第１位　3,359点
男子個人	第１位　佐々木　粋
	 第２位　清水　和路
	 第３位　伊五澤　聖
	 第４位　小川　希良
	 第５位　久保　完太
	 第６位　成田　勇吹
第41回東北高等学校アーチェリー選手権大会
男子団体	 第２位（予選１位通過）
男子個人	 第６位　伊五澤　聖（予選１位）
　　　　　ベスト16　佐々木　粋（予選７位）
	 　　　　清水　和路（予選13位）
　　　　　ベスト64　小川　希良（予選34位）
全国総合体育大会アーチェリー競技
団体予選　16位通過
決勝　１回戦敗退　対近畿大府（大阪）
個人　第11位　伊五澤　聖（M3）
　　　第48位　佐々木　粋（AD2）
　　　第147位　清水　和路（ME3）
第50回東北総合体育大会アーチェリー競技
少年男子団体	第３位（岩手県）
　� 伊五澤（M3）、佐々木（AD2）、清水（ME3）
少年男子個人	第３位　伊五澤　聖（M3）
	 第５位　佐々木　粋（AD2）
	 第16位　清水　和路（ME3）
岩手県高等学校新人大会アーチェリー競技
男子団体	 第１位
男子個人	 第１位　佐々木　粋（AD2）
	 第２位　成田　勇吹（C2）
	 第３位　小高　優希（M2）
特別国民体育大会
少年男子団体（岩手県）　第18位
少年男子個人	第６位　伊五澤　聖（M3）
	 第61位　佐々木　粋（AD2）
	 第65位　清水　和路（ME3）
第35回岩手県高等学校室内アーチェリー競技大会
男子団体	 第１位
男子個人	 第１位　佐々木　粋（AD2）
	 第３位　中津山颯空（EI2）

◆ウエイトリフティング
第75回岩手県高等学校総合体育大会
男子55㎏級　第２位　遠藤　大翔（M2）
　東北大会出場
男子67㎏級	 第１位　工藤　勇司（C2）
　東北・インターハイ出場
男子73㎏級	 第１位　吉田　優日（Ch2）
　東北・インターハイ出場
男子81㎏級	 第１位　杉山　竜聖（EI2）
　東北大会出場
男子96㎏級	 第２位　石倉　煌太（C2）
　東北大会出場
男子102㎏級　第１位　岩本　　凱（M3）
　東北・インターハイ出場
　学校対抗	 第１位
第43回東北高等学校
ウエイトリフティング競技選手権大会
男子55㎏級	 第11位　遠藤大翔（M2）
男子67㎏級	 第２位　工藤勇司（C2）
男子73㎏級	 第７位　吉田優日（Ch2）
男子81㎏級	 第12位　杉山竜聖（EI2）
男子96㎏級	 第９位　石倉煌太（C2）
男子102㎏級	 第３位　岩本　凱（M3）
　学校対抗	 第７位
全国高等学校総合体育大会ウエイトリフティング
競技大会 高松宮賜旗 第70回全国高等学校ウエイ
トリフティング競技選手権大会
男子67㎏級　第14位　工藤　勇司（C2）
男子73㎏級　記録なし吉田　優日（Ch2）
男子102㎏級　第19位　岩本　　凱（M3）
第58回岩手県高等学校新人大会
男子55㎏級	 第１位　遠藤　大翔（M2）
男子67㎏級	 第２位　田中　健詞（C1）
男子73㎏級	 第１位　工藤　勇司（C2）
	 第２位　柳田　逞登（ME1）
男子81㎏級	 第１位　吉田　優日（Ch2）
男子89㎏級	 第４位　杉山　竜聖（EI2）
男子+102㎏級	第１位　山崎拳士郎（C2）

◆スケート部
岩手県高等学校総合体育大会第72回岩手県高等学
校スケート競技・アイスホッケー競技選手権大会
男子500m	 第３位　根木　　虹（Ch1）
	 第４位　宮﨑　龍生（E1）
男子1000m	 第１位　澤口　順成（AD3）
	 第２位　田中　幸希（E2）

	 第５位　根木　　虹（Ch1）
男子1500ｍ	 第１位　澤口　順成（AD3）
	 第２位　矢羽々健太（M2）
	 第３位　田中　幸希（E2）
男子5000m	 第１位　矢羽々健太（M2）
男子学校対抗	第１位
女子500m	 第１位　三浦　　陽（AD2）
	 第２位　三浦　　彩（AD3）　
女子1000m	 第１位　三浦　　陽（AD2）
	 第２位　三浦　　彩（AD3）
女子学校対抗	第１位
第34回東北高等学校スケート選手権大会スピード
競技
男子500m	 第６位　菊地　聖矢（ME3）
	 第７位　宮﨑　龍生（E1） 
男子1000m	 第４位　澤口　順成（AD3）
	 第７位　田中　幸希（E2）
	 第14位　菊地　聖矢（ME3）
男子1500m	 第５位　澤口　順成（AD3）
	 第６位　田中　幸希（E2） 
男子3000m	 第４位　矢羽々健太（M2）
男子5000m	 第４位　矢羽々健太（M2）
男子総合	 第４位
女子500m	 第１位　三浦　　陽（AD2）
	 第２位　三浦　　彩（AD3）
女子1000m	 第１位　三浦　　彩（AD3）
	 第３位　三浦　　陽（AD2）
女子総合	 第１位
第59回岩手県高等学校新人スケート競技選手権大会
男子500m	 第１位　田中　幸希（E2）
	 第２位　根木　　虹（Ch1）
	 第３位　宮﨑　龍生（E1） 
男子1000m	 第１位　田中　幸希（E2）
	 第３位　根木　虹（Ch1）
	 第４位　宮﨑　龍生（E1） 
男子1500m	 第１位　矢羽々健太（M2） 
男子5000m	 第 1位　矢羽々健太（M2）
男子総合	 第１位　56点 
女子500m	 第１位　三浦　　陽（AD2）
女子総合	 第３位　８点
第46回全日本ジュニアスピードスケート選手権大会
女子500m	 第21位　三浦　　陽（AD2）
	 第35位　三浦　　彩（AD3） 
女子1000m	 第15位　三浦　　彩（AD3）
	 第20位　三浦　　陽（AD2）
第72回全国高等学校スピードスケート競技選手権
大会
男子500m	 第48位　田中　幸希（E2）
男子1000m	 第58位　田中　幸希（E2）
	 第60位　澤口　順成（AD3）
男子1500m	 第38位　澤口　順成（AD3）
	 第39位　矢羽々健太（M2）
男子5000m	 第37位　矢羽々健太（M2）
女子500m	 第10位　三浦　　陽（AD2）
	 第15位　三浦　　彩（AD3）
女子1000m	 第13位　三浦　　彩（AD3）
	 第17位　三浦　　陽（AD2）
特別国民体育大会冬季大会
少年男子10000m　矢羽々健太　決勝進出
少年男子2000mリレー　第７位
少年女子500m
　　第７位	 三浦　　陽（AD2）
	 三浦　　彩（AD3）準決勝敗退
少年女子1000m
	 第５位　三浦　　彩（AD3）
	 第６位　三浦　　陽（AD2）
第13回全国高等学校選抜スピードスケート競技会
男子1000m	 第48位　田中　幸希（E2）
男子1500m	 第28位　田中　幸希（E2）
女子500m	 第10位　三浦　　陽（AD2）
女子1000m	 第23位　三浦　　陽（AD2）

◆ソフトテニス部
第75回岩手県高等学校総合体育大会ソフトテニス
競技
男子団体　２回戦敗退
２回戦　盛工　０－③　宮古商工
女子団体　１回戦敗退
１回戦
　盛岡中央・盛工合同　０－③　盛岡第二
男子個人
１回戦
　佐藤（M3）・菊地（ME2）	 １－④　久慈東
　髙橋（E2）・小田島（E2）	 ④－０　一関学院
２回戦
　吉田（EI2）・城内（EI2）	 ④－１　黒北
　髙橋（E2）・小田島（E2）	 ④－２　久慈工
３回戦
　吉田（EI2）・城内（EI2）	 ２－④　一関学院
　髙橋（E2）・小田島（E2）	 １－④　黒北
第68回岩手県高等学校新人大会ソフトテニス競技
男子団体　３回戦敗退
２回戦　盛工　③－０　種市・大野
３回戦　盛工　１－②　黒沢尻北

女子団体　２回戦敗退
１回戦　盛農・盛工合同　１－②　釜石
男子個人
１回戦
　鈴木（Ch2）・菊地（ME2）	④－３　黒沢尻北
　渡邊（M1）・室岡（ME1）	 ④－２　一関高専
　白澤（M1）・久保（EI1）	 ４ー０　宮古商工
　角掛（E1）・田口（C1）	 ④－３　大船渡
２回戦
　吉田（EI2）・城内（EI2）	 ④－０　高田
　髙橋（E2）・小田島（E2）	 ④－１　黒沢尻工
　鈴木（Ch2）・菊地（ME2）	２ー④　一関学院
　渡邊（M1）・室岡（ME1）	 １－④　黒沢尻工
　白澤（M1）・久保（EI1）	 ０－④　花巻南
　角掛（E1）・田口（C1）	 １－④　黒沢尻工
３回戦
　吉田（EI2）・城内（EI2）	 ④－１　水沢
　髙橋（E2）・小田島（E2）	 ０－④　一関学院
４回戦
　吉田（EI2）・城内（EI2）	 ④－０　岩手
準々決勝
　吉田（EI2）・城内（EI2）	 ④－３　黒沢尻工
準決勝
　吉田（EI2）・城内（EI2）	 ④－１　黒沢尻工
決勝
　吉田（EI2）・城内（EI2）	 ３－④　一関学院
準優勝

◆女子バスケットボール部
岩手県高校総合体育大会バスケットボール競技
盛工　21－112　宮古商工

◆バレーボール部
高校総体
盛工　12－25　水工
　　　20－25
高校選手権
盛工　19－25　宮古商工
　　　19－25

◆ラグビー部
第10回全国高等学校７人制ラグビーフットボール
大会岩手県大会
第５位
１回戦　盛工　15－17　不来方・盛岡南
敗者戦　盛工　38－10　盛岡第一
第75回岩手県高等学校総合体育大会
第３位
１回戦　　盛工　99－０　関工
準決勝　　盛工　５－12　黒北
第３位決定戦
　　　　　盛工　52－３　不来方・盛岡南
全国高等学校総合体育大会
第103回全国高等学校ラグビーフットボール大会
岩手県大会
準々決勝　盛工　47－19　花巻東
準決勝　　盛工　19－23　黒沢尻工
　結果　岩手県ベスト４
令和５年度岩手県高等学校新人大会
ラグビーフットボール競技
１回戦　　盛工　86－0　盛岡第一
準決勝　　盛工　0－19　黒沢尻工
３位決定戦
　　　　　盛工　68－0　花巻東
　結果　岩手県第３位

◆レスリング部
第75回岩手県高等学校総合体育大会レスリング競技
学校対抗戦　第３位
個人対抗戦　
男子51kg級	 第１位　鬼同　健悠（EI2）
男子65kg級	 第１位　伊藤　慎人（C2）
男子71kg級	 第１位　千田　徠貴（C2）
　＊上記３名、東北大会出場予定
第69回東北高等学校レスリング
選手権大会
個人対抗戦　
男子51kg級	 第２位　鬼同　健悠
� （EI2）
男子65kg級	 第３位　伊藤　慎人
� （C2）
東北総合体育大会（ミニ国体）
個人対抗戦
　G71	 第２位　千田　徠貴
� （C2）
　G80	 優　勝　伊藤　慎人（C2）　
特別国民体育大会（鹿児島国体）
個人戦
　G80	 第５位　伊藤　慎人（C2）
岩手県新人大会レスリング競技
学校対抗戦	 優勝
個人対抗戦	 優勝者
男子51㎏	 鬼同　健悠（EI2）　
男子55㎏	 前田三四郎（AD1）

主な部活動結果
令和４年度後期 ～ 令和５年度前期
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私
は
令
和
２
年
度
に
電
子
情
報
科
を
卒
業

し
、
株
式
会
社
寿
広
に
入
社
し
３
年
目
に
な

り
ま
し
た
。

　

先
月
行
わ
れ
た
、
距
離
別
選
手
権
大
会
で

は
、
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
、
5
0
0
メ
ー

ト
ル
２
位
、
1
0
0
0
メ
ー
ト
ル
７
位
と
い

う
結
果
を
残
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

昨
年
、
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
シ
ニ
ア
に
上
が
り
、

ジ
ュ
ニ
ア
と
は
違
う
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
実

感
し
目
標
で
あ
っ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出
場

に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
悔
し
さ

を
バ
ネ
に
今
大
会
で
、
5
0
0
メ
ー
ト
ル
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出
場
権
利
を
得
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
同
窓
会
を
は
じ
め

体
育
後
援
会
、
学
校
か
ら
多
大
な
ご
支
援
や

激
励
を
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
帯
広
を
拠
点
と
し
て
い

る
チ
ー
ム
に
加
入
し
ま
し
た
。
恩
師
で
あ
る

盛
岡
工
業
高
校
の
植
津
先
生
に
変
わ
ら
ず
ご

指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト

と
一
緒
に
練
習
へ
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

１
人
で
の
練
習
を
し
て
い
た
昨
シ
ー
ズ
ン
ま

で
と
は
違
い
、
チ
ー
ム
と
一
緒
に
練
習
を
す

る
中
で
ス
ケ
ー
ト
へ
の
考
え
方
や
、
き
つ
い

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
な
か
で
も
楽
し

む
こ
と
な
ど
自
分
で
は
気
づ
け
な
か
っ
た
こ

と
を
学
び
な
が
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
む
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
、
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
は
自
分
の
実
力
が
世
界
で
試
せ

る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

2
0
2
6
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
に
向
け

て
、
色
々
な
経
験
が
で
き
る
よ
う
に
、
頑
張

り
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
い
い
事
だ
け

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
高
校
生
時
代
に

学
ん
だ
「
人
間
力
」　
「
精
神
力
」
を
忘
れ
ず

に
ど
ん
な
困
難
も
吹
き
飛
ば
せ
る
よ
う
な
強

い
選
手
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
暖
か
い

お
言
葉
、
頑
張
っ
た
ね
！
こ
れ
か
ら
も
応
援

し
て
い
る
よ
！
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
方

が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
、
私
に
と
っ
て
と
て
も

励
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

盛
工
の
同
窓
会
生
と
し
て
の
誇
り
を
忘
れ

ず
、
盛
工
同
窓
会
・
体
育
後
援
会
を
盛
り
上

げ
て
行
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
精
進
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

同窓会報に寄せて同窓会報に寄せて 吉田 雪乃（令和2年度／電子情報科卒）

ラ
グ
ビ
ー
部
近
況
報
告

ラ
グ
ビ
ー
部
顧
問　

小
原
義
巧

　

こ
の
度
の
吉
田
昭
夫
同
窓
会
長
の
ご
逝
去
を

悼
み
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
盛
工
ラ
グ
ビ
ー
部
一
同
心
か
ら
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

氷
雨
の
候
、
盛
岡
工
業
高
等
学
校
同
窓
会
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
御
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
も
四
月
の
７
人
制
大
会
か
ら
十
一
月
の

県
新
人
大
会
ま
で
、
同
窓
生
皆
様
よ
り
沢
山
の

ご
声
援
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
耕
し
も
せ
ず

蒔
き
も
し
な
い
で

他
人
の

収
穫
を
う
ら
や
む
な
」

　

嘗
て
、
荒
了
寛
和
尚
の
人
生
訓
を
、
吉
田
同

窓
会
長
が
直
書
し
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の
生
徒
た
ち

に
物
事
に
対
す
る
姿
勢
を
説
い
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
我
々
指
導
者
も
こ

の
教
え
を
心
に
刻
み
、
年
末
の
大
舞
台
で
盛
工

の
名
を
轟
か
せ
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
鍛
錬
を
重

ね
愚
直
に
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
厳
し
く
も
温
か
い
ご
声
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
盛
工
同
窓
会
の
今
後

益
々
の
ご
発
展
と
、
同
窓
会
皆
様
方
の
更
な
る

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
令
和
５
年
度
第
10
回
全
国
高
等
学
校
７
人

制
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
岩
手
県

予
選

　

４
月
29
日
︵
土
︶

　

於
:
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム

　

一
回
戦　

対
不
来
方
・
盛
岡
南

15
︱
17

◆
令
和
５
年
度
第
75
回
岩
手
県
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会

　

５
月
18
日
︵
木
︶
~
21
日
︵
日
︶

　

於
:
八
幡
平
市
ラ
グ
ビ
ー
場

　

一
回
戦　

対
一
関
工
高
校

99
︱
０

　

準
決
勝　

対
黒
沢
尻
北
高
校

５
︱
12

　

三
位
決
定
戦　

対
不
来
方
・
盛
岡
南
52
︱
３

◆
令
和
５
年
度
第
74
回
東
北
高
等
学
校
ラ
グ

ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

６
月
15
日
︵
木
︶
~
18
日
︵
日
︶

　

於
:
青
森
県
青
森
市
︵
青
森
市
ス
ポ
ー
ツ
広

場
・
新
青
森
県
総
合
運
動
公
園
︶

　

一
回
戦　

対
郡
山
北
工
業
高
校

47
︱
10

　

準
決
勝　

対
三
本
木
農
業
恵
拓
高
校
40
︱
10

　

決
勝　
　

対
金
足
農
業
高
校

10
︱
38

◆
第
1
0
3
回
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
岩
手
県
大
会

　

８
月
25
日
︵
金
︶
~
10
月
21
日
︵
土
︶

　

於
:
八
幡
平
市
ラ
グ
ビ
ー
場
・
い
わ
ぎ
ん
ス

タ
ジ
ア
ム

　

準
々
決
勝　

対
花
巻
東
高
校

47
︱
19

　

準
決
勝　

対
黒
沢
尻
工
業
高
校

19
︱
23

◆
令
和
５
年
度
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
大
会

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

11
月
３
日
︵
金
︶
~
11
月
５
日
︵
日
︶

　

於
:
宮
古
市
老
木
公
園
グ
ラ
ン
ド

　

準
々
決
勝　

対
盛
岡
第
一
高
校

86
︱
０

　

準
決
勝　

対
黒
沢
尻
工
業
高
校
　

０
︱
19

　

三
位
決
定
戦　

対
花
巻
東
高
校

68
︱
０

（
11
／
５
現
在
）

【表彰式】▲吉田雪乃／左側
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《
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
》

﹁
鹿
児
島
国
体
を
振
り
返
っ
て
﹂

　
　

機
械
科
３
年　

伊
五
澤　
　
　

聖

　

私
は
、
鹿
児
島
国
体
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
少
年

男
子
に
岩
手
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
大

会
で
は
、
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
、
個
人
で
６
位

に
入
賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
自
分
の
力
を

出
し
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
安
定
し
た
点

数
を
出
せ
ず
後
半
で
順
位
が
落
ち
て
し
ま
い
悔
し

か
っ
た
で
す
。
団
体
で
は
18
位
で
予
選
通
過
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
チ
ー
ム
の
皆
が
精
一
杯
試
合

に
挑
め
た
と
思
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
国
体
に
出
場
で
き
た
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
大
き
な
誇
り
で
す
。
仲
間
や
先
輩
、後
輩
、

先
生
方
、
コ
ー
チ
、
家
族
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人

に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
続
け
、
大
会

で
の
上
位
入
賞
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い

で
す
。

《
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
》

﹁
国
体
を
振
り
返
っ
て
﹂

　

土
木
科
２
年　

山　

崎　

拳
士
郎

　

今
回
私
に
と
っ
て
、
初
め
て
の
全
国
大
会
で
あ

る
「
特
別
国
民
体
育
大
会
」
に
出
場
し
、
緊
張
し

て
い
る
中
で
自
分
の
力
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
改
善
点
を
多
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
大
会
で
し
た
。

　

細
か
い
技
術
・
筋
力
が
不
足
し
て
い
る
事
と
重

量
に
対
し
て
弱
気
に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ

り
、
今
回
の
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
今
回
見
つ
け
た
課
題
を
改
善
し
全
国

高
校
選
抜
大
会
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
国
体
に
出
場

し
、
今
回
の
結
果
よ
り
も
っ
と
高
い
順
位
に
な
れ

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

《
レ
ス
リ
ン
グ
部
》

﹁
国
体
に
参
加
し
て
﹂

土
木
科
２
年　

伊　

藤　

慎　

人

　

私
は
、
９
月
21
日
か
ら
24
日
の
期
間
に
行
わ
れ

た
、
か
ご
し
ま
国
体
に
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
の
グ
レ

コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
に
、
岩
手
県
代
表
と
し
て

出
場
し
て
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
国
体
で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。
結
果

は
５
位
で
し
た
。
序
盤
か
ら
練
習
通
り
の
動
き
が

で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
今
は
２
年
生
で
、

来
年
も
少
年
の
部
で
国
体
に
出
場
が
で
き
る
の

で
、
来
年
は
優
勝
を
目
標
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
陸
上
部
》

﹁
国
体
に
参
加
し
て
﹂

電
気
科
３
年　

上　

野　

天あ

あ

と

空
翔

　

私
は
、
鹿
児
島
国
体
に
少
年
男
子
ハ
ン
マ
ー
投

で
出
場
し
、
全
国
大
会
で
初
の
８
位
入
賞
を
成
し

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
入
賞
で
き
た
こ
と

は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
が
、
調
子
が
良
か
っ

た
の
で
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
悔
し
か
っ
た
で
す
。

　

し
か
し
、
調
子
が
悪
く
、
自
分
が
ど
の
よ
う
に

投
げ
て
い
た
の
か
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
で
も

熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
顧
問
の
先
生
や
毎

試
合
の
応
援
に
か
け
つ
け
て
く
れ
た
両
親
に
少
し

で
も
恩
返
し
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

後
輩
の
皆
さ
ん
に
は
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て

信
念
を
も
っ
て
練
習
に
取
り
組
め
ば
、
目
標
に
少

し
で
も
近
づ
け
る
と
、
今
回
の
結
果
を
通
し
て
少

し
で
も
伝
わ
っ
て
い
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

国
体
で
の
入
賞
の
自
信
を
持
ち
、
大
学
で
も
競

技
を
続
け
、
日
本
選
手
権
出
場
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
応
援

し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

体
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電
子
情
報
科
は
、
平
成
15
年
に
学
科
改
編
に
よ

り
電
子
科
（
昭
和
38
年
設
置
、
昭
和
34
年
設
置
の

電
気
通
信
科
が
改
名
）
と
情
報
技
術
科
（
昭
和
48

年
設
置
）
の
合
併
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
設
置
さ
れ
た
2
0
0
0
年
代
は
、
情
報
通
信

技
術
（
I
C
T
）
の
発
展
が
著
し
く
そ
の
最
た
る

も
の
が
携
帯
電
話
で
は
な
か
っ
た
か
（
ガ
ラ
ケ
ー

か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
、
一
人
一
台
携
帯
保
有

へ
）
と
感
じ
ま
す
。
電
子
情
報
科
は
、
こ
の
技
術

で
必
要
な
電
子
、
情
報
、
通
信
、
３
つ
の
技
術
の

基
礎
・
基
本
を
学
ぶ
学
科
に
な
り
ま
す
。そ
し
て
、

科
目
「
通
信
技
術
」
を
修
得
す
る
と
、
卒
業
後
に

申
請
す
る
こ
と
で「
第
三
級
陸
上
特
殊
無
線
技
士
」

の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
卒
業
後

は
、
学
ん
だ
知
識
・
技
能
を
活
か
せ
る
分
野
は
も

と
よ
り
、
他
の
分
野
に
も
優
秀
な
人
材
を
送
り
続

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
門
学
校
も
含
め
進
学
者

の
多
い
学
科
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
本
科

も
今
年
度
で
創
立
21
年
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
電

子
情
報
科
は
１
年
生
36
名
（
女
子
４
名
）、
２
年

生
49
名（
女
子
１
名
、）３
年
生
36
名（
女
子
３
名
）、

合
計
1
1
2
名
が
在
籍
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
度
以
上
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
制
限
が
無
く
な
り
、
生
徒
た

ち
も
よ
り
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
各
種
学
校
行
事
も
普
通
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
６
月
「
先
輩
と
語
る
会
」、

県
内
２
社
（
盛
岡
セ
イ
コ
ー
工
業
㈱
、
㈱
デ

ン
ソ
ー
岩
手
）
２
名
の
Ｏ
Ｂ
か
ら
在
校
生
の

進
路
決
定
に
役
立
つ
話
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。
10
月
「
盛
工
祭
」、
よ
う
や
く
今
年
度

か
ら
一
般
の
見
学
者
も
迎
え
て
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
保
護
者
、
卒
業
生
、
中

学
生
、
地
域
の
方
々
、
多
く
の
方
に
来
場
い
た
だ

き
数
年
ぶ
り
に
盛
況
の
下
終
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
２
年
生
の
「
就
業
体
験
」、

近
隣
企
業
等
も
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
よ
う
に
受
け
入

れ
て
下
さ
り
３
日
間
体
験
さ
せ
て
頂
き
、
勤
労

観
・
職
業
観
を
醸
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
し
い
取
り
組
み
も
始
め
ま
し
た
。
昨

年
度
か
ら
「
盛
工
匠
祭
」
を
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
盛

岡
で
２
日
間
開
催
い
た
し
ま
し
た
。地
域
の
方
々
、

特
に
も
小
中
学
生
に
盛
工
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
目
的
の
行
事
で
す
。
入
学
希
望
者
の
増
加
に
つ

な
が
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、今
年
度
か
ら
は
、「
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム（
長

期
就
業
体
験
）」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
地
元

I
T
関
連
企
業 

㈱
ネ
ク
ス
ト
（
代
表
取
締
役 

滝

浦 

輝
雄
、
本
校
Ｏ
Ｂ
、
体
育
後
援
会
長
） 

様
の

協
力
に
よ
り
10
月
の
就
業
体
験
か
ら
継
続
し
て
12

月
ま
で
の
週
一
回
、
半
日
体
験
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
２
年
生
１
名
の
体
験
で
す
が
、
こ
の
体

験
で
よ
り
実
践
的
な
技
能
・
技
術
を
身
に
着
け
、

今
後
の
進
路
決
定
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
。
来
年
度
は
複
数
社
で
実
施
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
各
種
行
事
を
多
く
の
Ｏ
Ｂ
、
地

域
、
企
業
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
お
か
げ

で
実
施
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
対
し
、
我
々
電
子
情
報
科
職
員
は
、
生

徒
共
々
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

だ
よ
り�

 

電
子
情
報
科

電
子
情
報
科
長

�

佐
々
木　

猛

定
時
制
の
近
況 �

�　

日
頃
か
ら
定
時
制
教
育
に
対
し
御

理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
五

年
度
の
定
時
制
は
、
九
名
の
一
年
生

を
迎
え
、
二
年
生
五
名
、
三
年
生
六

名
、
四
年
生
四
名
の
計
二
十
四
名
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
四
年

卒
業
の
四
修
制
コ
ー
ス
で
学
ぶ
生
徒

が
八
名
、
三
年
卒
業
の
三
修
制
コ
ー

ス
で
は
十
六
名
の
生
徒
が
学
ん
で
い

ま
す
。
専
門
教
科
（
工
業
）
の
授
業

で
は
機
械
と
電
気
の
分
野
を
学
び
、

国
家
資
格
の
取
得
に
も
挑
戦
し
て
い

ま
す
。

　

定
時
制
で
は
学
校
行
事
や
社
会
体

験
を
と
お
し
て
、
社
会
性
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
等
を
重
点
的
に

育
成
し
て
い
ま
す
。

　

四
月
は
全
日
制
と
合
同
で
入
学

式
を
行
い
、
定
時
制
の
対
面
式
や
部

活
動
へ
の
入
部
な
ど
で
新
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

五
月
は
生
徒
総
会
と
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
が
実
施
さ
れ
、
高
総
体

に
は
二
部
の
陸
上
競
技
、
卓
球
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
三
つ
の
部
が
参
加
し

ま
し
た
。
陸
上

競
技
部
は
六
大

会
連
続
の
総
合

優
勝
を
果
た

し
、
卓
球
部
は

男
子
シ
ン
グ
ル

ス
で
第
三
位
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は

学
校
対
抗
で
第
三
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。
陸
上
競
技
部
は
八
月
十
日
か
ら

東
京
・
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総

合
運
動
場
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ

た
「
第
五
十
八
回
全
国
高
等
学
校
定

時
制
通
信
制
陸
上
競
技
大
会
」、
卓

球
部
は
八
月
七
日
か
ら
同
じ
く
駒
沢

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
屋
内
球
技
場
で

行
わ
れ
た
「
全
国
高
等
学
校
定
時
制

通
信
制
体
育
大
会
第
五
十
六
回
卓
球

大
会
」
に
出
場
し
ま
し
た
。
両
部
と

も
予
選
通
過
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

六
月
に
は
校
外
学
習
や
全
日
制

と
合
同
の
芸
術
鑑
賞
会
、
交
通
安
全

教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
校
外
学
習
で
は
、
メ
ッ
キ
と

い
わ
れ
る
各
種
表
面
処
理
加
工
、
機

能
性
薄
膜
処
理
加
工
並
び
に
新
し
い

表
面
処
理
技
術
の
開
発
を
主
要
業
務

と
す
る
盛
岡
市
渋
民
の
「
株
式
会
社 

東
亜
電
化
」
様
、
各
種
精
密
機
械
部

品
の
加
工
及
び
組
立
て
、
自
動
化
・

省
力
化
機
器
の
設
計
製
作
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
開
発
を
事
業
内
容

と
す
る
滝
沢
市
大
釜
の
「
株
式
会
社 

小
林
精
機
」
様
を
見
学
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
生
徒
と
教
師
が

混
合
で
三
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
で
競
い
ま
し
た
。

　

七
月
は
生
活
体
験
発
表
大
会
の

校
内
予
選
を
行
い
、
三
年
生
の
土
谷

真
之
輔
君
が
本
校
代
表
と
し
て
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
土
谷
君
は
九
月
十
六

日
に
大
船
渡
高
等
学
校
で
行
わ
れ
た

「
岩
手
県
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

生
徒
生
活
体
験
発
表
大
会
」
に
出
場

し
、「
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

十
月
十
一
日
か
ら
は
一
・
二
年
生
が

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
取
り
組
み
、

矢
巾
町
と
紫
波
町
の
企
業
六
社
に
分

か
れ
て
三
日
間
の
職
場
体
験
実
習
を

行
い
ま
し
た
。
十
月
二
十
八
日
に
行

わ
れ
た
盛
工
祭
一
般
公
開
で
は
四
年

ぶ
り
に
来
場
制
限
が
緩
和
さ
れ
、
生

徒
会
や
美
術
・
家
庭
科
の
展
示
、
工

業
科
の
作
品
展
示
に
加
え
て
定
時
制

フ
ー
ド
コ
ー
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

準
備
や
各
係
の
仕
事
を
生
徒
全
員
で

分
担
し
、
協
力
し
な
が
ら
展
示
・
販

売
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
規
模
を
縮
小
し
た
り
中

止
に
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
様
々

な
工
夫
を
し
な
が
ら
各
種
行
事
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

　

十
一
月
の
下
旬
に
は
「
定
時
制
学

校
説
明
会
」
を
中
学
生
（
と
保
護
者
）

対
象
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
定
時

制
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
十
月
下
旬
か

ら
は
近
隣
の
中
学
校
を
職
員
が
訪

問
し
て
説
明
す
る
取
り
組
み
を
継
続

し
て
お
り
、
説
明
会
当
日
も
教
室
や

実
習
室
等
が
全
日
制
と
の
共
用
で
あ

る
こ
と
や
市
内
中
心
部
か
ら
無
料
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
が
あ
る
こ
と
、

希
望
者
に
は
「
夜
間
給
食
」
と
し
て

の
定
食
利
用
が
で
き
る
こ
と
等
の
説

明
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
授
業
の

見
学
や
実
習
棟
の
案
内
も
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
も
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個

性
を
尊
重
し
た
教
育
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
御

助
言
や
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

定
時
制
副
校
長

宮
沢�

一
裕

定
時
制

り
よ
だ
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令和４年度　各科進路先一覧 （企業名及び校種別の学校名は五十音順）

＜機　械　科＞
【�管内就職】	㈱カガヤ、ＪＲ盛岡鉄

道サービス㈱、信幸プロテック㈱、
㈱セキノ興産盛岡店、㈲ナイガイ盛
岡セイコー工業㈱
【�県内就職】	㈱アイオー精密、キオ

クシア岩手㈱（４名）、㈱ツガワＭ
Ｓ開発事業部花巻工場、ＴＤＫエレ
クトロニクスファクトリーズ㈱北上
工場（４名）、㈱デンソー岩手、パ
ンチ工業㈱北上工場
【�県外就職】	東芝エレベータ㈱東京

支社、トヨタ自動車東日本㈱、トヨ
タ紡織㈱、㈱やまびこ横須賀事業所
【�大　　学】	石巻専修大学、日本工

業大学
【�高 技 専】	岩手県立宮古高等技術

専門校
【�専門学校】	仙台医療・スポーツ専

門学校、仙台スイーツ＆カフェ専門
学校、ＣＯＲＮＥＲＳＴＯＮＥ

＜電子機械科＞
【�管内就職】	岩手県学校生活協同組

合、㈱カガヤ（２名）、信幸プロテッ
ク㈱、シミックＣＭＯ㈱西根工場（２
名）、鈴木機械㈱（２名）、㈱東京Ｂ
Ｋ足場 盛岡サービスセンター、㈱双
葉設備アンドサービス、㈱富士電業
社、㈱ミクニ盛岡事業所（２名）、盛
岡ガス工業㈱、盛岡セイコー工業㈱
【�県内就職】	㈱アイオー精密（３名）、

キオクシア岩手㈱、ＴＤＫエレクト
ロニクスファクトリーズ㈱北上工場
【�県外就職】	いすゞ自動車東北㈱、

古川電気工業㈱、三菱電機ビルソ
リューションズ㈱、㈱ユアテック、
㈱ＹＤＫテクノロジーズ
【�大　　学】	東北工業大学（２名）、

東北学院大学、千葉工業大学、東京
電機大学
【�短期大学】	岩手県立大学宮古短期

大学部
【�大 学 校】	岩手県立産業技術短期

大学校矢巾校、東北職業能力開発大
学校
【�高 技 専】	岩手県立黒沢尻工業高

等学校専攻科
【�専門学校】	盛岡情報ビジネス＆デ

ザイン専門学校、東京ＩＴプログラ
ミング＆会計専門学校

＜電　気　科＞
【�管内就職】	学校法人岩手医科大学、

岩手電工㈱、㈱興和電設（２名）、
㈱ＴＴＫエンジ岩手
【�県外就職】	㈱関電工、㈱きんでん、

東京ビジネスサービス㈱、東京電力
リニューアブルパワー㈱（２名）、

東芝エレベータ㈱東北支社、東北自
然エネルギー㈱（２名）、東北電力
ネットワーク㈱（２名）、東日本電
気エンジニアリング㈱、東日本旅客
鉄道㈱、㈱日立ビルシステム首都圏
支社、㈱ユアテック
【�大　　学】	岩手大学、平成国際大学
【�大 学 校】	岩手県立産業技術短期

大学校矢巾校、岩手県立産業技術短
期大学校水沢校
【�高 技 専】	岩手県立二戸高等技術

専門校
【�専門学校】	大原スポーツ公務員専

門学校盛岡校

＜電子情報科＞
【�管内就職】	北日本通信㈱、小岩井

乳業㈱小岩井工場、鈴木機械㈱、㈱
メイキッシュ、森永乳業㈱盛岡工場
【�県内就職】	キオクシア岩手㈱（３

名）、東京エレクトロンテクノロジー
ソリューションズ㈱
【�県外就職】	㈱ＮＴＴ東日本－関信

越、㈱ＮＴＴ東日本－東北、田中貴
金属工業㈱、寺岡オート・ドアシス
テム㈱
【�公 務 員】	岩手県警
【�大　　学】	岩手県立大学、盛岡大

学、金沢工業大学、東北工業大学、
東北学院大学（３名）、東北生活文
化大学
【�短期大学】	岩手県立大学宮古短期

大学部
【�大 学 校】	岩手県立産業技術短期

大学校矢巾校（３名）、岩手県立産
業技術短期大学校水沢校
【�大 学 校】	盛岡情報ビジネス＆デ

ザイン専門学校（６名）、北上コン
ピュータ・アカデミー（４名）

＜土　木　科＞
【�管内就職】	岩手建工㈱、㈱内澤建

設、㈱遠忠、昭栄建設㈱、㈱タカヤ、
大伸工業㈱、㈱都南建設（２名）、
㈱中村建設、中亀建設㈱（２名）、
東野建設工業㈱、㈱水清建設（３名）、
菱和建設㈱
【�県内就職】	岩手ニチレキ㈱（２名）
【�県外就職】	鹿島道路㈱、鹿島クレ

ス㈱、国土開発工業㈱、新日本工業
㈱、世紀東急工業㈱、成和リニュー
アルワークス㈱、仙建工業㈱、大成
ロテック㈱、大豊建設㈱、㈱トマッ
ク、㈱ＮＩＰＰＯ
【�公 務 員】	岩手県職員、国土交通

省東北地方整備局、埼玉県警、一般
曹候補生、自衛官候補生
【�大　　学】	東北学院大学、日本大学
【�専門学校】	岩手理容美容専門学校、

盛岡公務員法律専門学校、盛岡情報
ビジネス＆デザイン専門学校、仙台
工科専門学校

＜工業化学科＞
【�管内就職】	一般財団法人岩手県薬

剤師会検査センター、㈱東亜電化
【�県内就職】	キオクシア岩手㈱、サ

ンエイ工業㈱、ＴＤＫエレクトロニ
クスファクトリーズ㈱北上工場、中
川装身具工業㈱北上工場
【�県外就職】	エア・ウォーター・ガ

スプロダクツ㈱、㈱ＪＭエンジニア
リングサービス、㈱Ｔ＆ＫＴＯＫＡ、
デンカ㈱大船工場、東邦化学工業㈱
千葉工場、東日本旅客鉄道㈱
【�大　　学】	東北工業大学、日本大学
【�大 学 校】	岩手県立産業技術短期

大学校水沢校
【�専門学校】	上野法律ビジネス専門

学校、北上コンピュータ・アカデ
ミー

＜建築・デザイン科＞
【�管内就職】	㈱カガヤ、㈱高光建設、

樋下建設㈱、中亀建設㈱、菱和建設㈱
【�県内就職】	㈱佐々木組、社寺工舎、

㈱平野組
【�県外就職】	㈱青木工務店、㈱安藤・

間、サンユー建設㈱、住協建設㈱、
大成建設㈱東北支店、大和ハウスリ
フォーム㈱東京本社、㈱土屋ホーム、
㈱東京朝日ビルト、ポラスグループ
ポラスハウジング協同組合、㈱吉田
産業、力丸建設㈱
【�公 務 員】	自衛官候補生
【�公 務 員】	岩手医療保健大学、札

幌国際大学、星槎道都大学、日本大
学（３名）
【�短期大学】	岩手県立大学盛岡短期

大学部
【�大 学 校】	岩手県立産業技術短期

大学校矢巾校（２名）、岩手県立産
業技術短期大学校水沢校（３名）東
北職業能力開発大学校（２名）
【�専門学校】	北日本医療福祉専門学

校、北日本ヘア・スタイリストカ
レッジ、東京スクールオブミュー
ジック＆ダンス専門学校

＜定　時　制＞
【�管内就職】	㈱十文字チキンカンパ

ニー
【�県外就職】	鹿島建物総合管理㈱
【�大 学 校】	岩手県立産業技術短期

大学校矢巾校
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 いわて高校魅力化・ふるさと創生事業

盛工匠祭盛工匠祭第
２
回

2023年度2023年度 盛工祭盛工祭

　

第
２
回
「
盛
工
匠
祭
」
が
昨
年
に
引
き
続
き
イ

オ
ン
モ
ー
ル
盛
岡
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
い
わ
て
高
校
魅
力
化
・
ふ
る
さ
と

創
生
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
盛
岡
工
業
高
校

に
お
け
る
工
業
教
育
の
活
動
及
び
地
域
産
業
に

つ
い
て
、
地
域
の
皆
様
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

生
徒
自
身
が
展
示
発
表
・
体
験
教
室
を
行
い
、

地
元
企
業
と
共
創
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
い
、
社
会
人
と
し
て

の
姿
勢
や
マ
ナ
ー
、
取
り
組
み
を
学
び
取
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
盛
岡
様
か
ら
は
、
イ
オ
ン
の

従
業
員
と
し
て
接
客
に
心
が
け
、
こ
の
機
会
を

盛
工
の
Ｐ
Ｒ
に
繋
げ
て
あ
り
ほ
し
い
と
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
自
ら
の
学
び
を
表

現
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
職
員
が
ど
の
よ
う
に

心
遣
い
を
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
か
を
学
ぶ
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
、（
株
）
ミ
ク
ニ
盛
岡

事
業
所
・
滝
沢
工
場
様
、（
社
）
建
設
業
協
会
様
、

（
株
）
東
亜
電
化
様
に
は
感
謝
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
先
輩
社
会
人
と
し
て
ご
教
授
頂
け
た

こ
と
は
生
徒
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
第
３
回
「
盛
工
匠
祭
」
は
来
年
10
月

に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際

に
は
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
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令
和
５
年
の
会
員
参

加
者
の
う
ち
、
１１
回
生

か
ら
１５
回
生
が
全
体
の

７３
％
と
最
も
多
く
ご
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
高
齢
は
３
回
生
（
８９

歳
）
の
お
二
人
で
し
た
。

�

会
長　

川
村
博
昭

�

（
三
七
年
卒
）

　

昨
年
ま
で
コ
ロ
ナ
過
に
よ
り
開
催
を
見

合
わ
せ
て
い
た
盛
工
電
気
科
同
窓
会
（
Ｅ

友
会
）
を
４
年
ぶ
り
に
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡

で
令
和
５
年
９
月
９
日
土
曜
日
午
後
４
時

か
ら
、
新
し
く
変
わ
ら
れ
た
同
窓
会
長
、・

体
育
後
援
会
長
、
瀬
戸
校
長
先
生
、
各
科

の
同
窓
会
の
代
表
の
方
々
を
ご
来
賓
と
し

て
参
加
し
て
い
た
だ
き
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
若
い
方
々
を
多
く
参
加
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
、参
加
費（
対

象
30
歳
以
下
）の
一
部
を
補
助
し
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
で
参
加
者
が
沢
山
と
ま
で
は
い

き
ま
せ
ん
が
十
代
二
十
代
の
会
員
が
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
お
が
け
か
若
さ
あ
ふ
れ

雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
の
ク
ラ
ス
会
も
想
定
し

て
開
催
時
間
を
早
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
会
で
は
、
盛
工
電
気
科
創
立

60
周
年
記
念
事
業
と
し
て
学
校
に
寄
贈
し

た
移
動
式
エ
ン
ジ
ン
発
電
機
も
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

他
に
電
気
科
は
昭
和
34
年
に
電
力
科
と

し
て
誕
生
し
て
以
来
、
本
年
３
月
に
は
62

回
生
が
卒
業
し
ま
し
た
。
お
陰
様
で
総
勢

2
5
0
0
名
ほ
ど
の
卒
業
生
は
現
在
も
全

国
の
団
体
・
企
業
等
で
の
活
躍
や
リ
タ
イ

ア
さ
れ
て
元
気
に
お

過
ご
し
の
こ
と
と
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
Ｅ
友
会
の
総

会
は
、
９
月
の
第
二

土
曜
日
と
決
め
て
い

る
の
で
次
回
の
参
加

を
検
討
し
て
い
る
方

は
予
定
に
入
れ
て
お

い
て
も
ら
い
た
い
で

す
。

�

会
長　

赤
石
光
夫

�

（
四
十
年
卒
）

　

令
和
５
年
９
月
２
日
（
土
）
に
コ
ロ
ナ

禍
で
中
止
に
な
っ
て
い
た
総
会
を
４
年
ぶ

り
に
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡

ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
事
業
・
決
算
報
告
お
よ
び

事
業
・
収
支
予
算
案
が
満
場
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
岩
手
県
民
謡
協
会
会
長
、

岩
手
県
民
俗
芸
能
団
体
協
議
会
会
長
と
し

て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
、
藤
沢
清
美
氏

（
機
械
科
Ｓ
４０
年
卒
）
を
講
師
に
「
岩
手

の
民
俗
芸
能
談
義
」
と
題
し
、
民
俗
芸
能

の
歴
史
、
岩
手
の
民
俗
芸
能
の
種
類
や
伝

承
団
体
の
活
動
状
況
、
そ
し
て
岩
手
の
芸

能
が
発
達
し
た
要
因
な
ど
に
つ
い
て
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、白
根
体
育
後
援
会
会
長
、

宮
沢
副
校
長
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
き
、
桐
友

会
川
村
会
長
の
乾
杯
で
祝
宴
と
な
り
ま
し

た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
吉
田
光
夫
氏
と

女
性
で
唯
一
参
加
の
星
川
鈴
さ
ん
の
日
本

舞
踊
が
披
露
さ
れ
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
恒
例
と
な
っ
た
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
が
始
ま
り
、
ビ
ン
ゴ
で
景
品
を

も
ら
い
大
喜
び
の
方
か
ら
ユ
ー
モ
ア
溢
れ

る
ス
ピ
ー
チ
な
ど
も
あ
り
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
機
械
科

賛
歌
そ
し
て
校
歌
を
斉
唱
し
、
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。　

今
年
度
の
参
加
者
は
来

賓
を
含
め
５４
名
と
増
加
傾

向
に
あ
る
も
の
の
来
年
度

も
、
多
数
ご
参
加
い
た
だ

く
こ
と
を
願
い
、
報
告
と

い
た
し
ま
す
。

�

会
長　

竹
田
浩
久

�

（
四
八
年
卒
）

　

令
和
５
年
３
月
２
日
に
例
年
通
り
の
期

日
で
二
日
会
は
開
催
し
ま
し
た
。

　

鷹
羽
会
長
が
退
任
さ
れ
門
屋
龍
一
新
会

長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
ご
来
賓
へ
の
ご
案
内
は
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
の
た
め
ご
遠
慮
さ
せ
て
い
た

だ
き
建
築
科
同
窓
生
の
み
に
ご
案
内
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
27
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

趣
向
を
変
え
て
盛
岡
市
中
央
通
り
の
茶
の

間
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

会
は
物
故
者
の
霊
に
黙
と
う
を
捧
げ
、

前
年
度
の
収
支
決
算
の
報
告
を
行
い
、
会

長
の
就
任
の
承
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
の
ご
案
内
は
ク
ラ
ス
幹
事
の
方
に
お

送
り
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
参
加
者
は
76

回
生
（
65
歳
）
よ
り
年
長
の
方
々
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
こ
れ
で
良
い
の
で
す
が
、
ぜ
ひ

現
在
参
加
者
よ
り
若
い
方
々
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
た
い
も
の
だ
な
と
考
え
て
い
ま

す
。
メ
ー
ル
で
結
構
で
す
の
で
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
卒
業
生
の
方
に
直
接
ご
案
内

も
出
来
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
役
員
】

会　

長　

門
屋　

龍
一（
建
築
科
72
回
生
）

副
会
長　

赤
坂　

忠
美（
建
築
科
74
回
生
）

　
　
　
　

佐
々
木
佳
裕（
建
築
科
76
回
生
）

　
　
　
　

中
村　
　

亨（
建
築
科
76
回
生
）

事
務
局　

中
村　

孝
幸（
建
築
科
75
回
生
）

【
次
回
開
催
予
定
】

令
和
６
年
３
月
２
日
午
後
６
時
か
ら

場
所（
予
定
）コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ

リ
ー
リ
リ
オ（
盛
岡
市
大
通
一
丁
目
11
‐
８
）

【
事
務
局
連
絡
先
】
中
村
孝
幸

（
和
見
設
計
舎�

0
1
9
‐
6
4
7
‐
1
6
5
1
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

�
n
aka3

2
1
4
@
kyi.b

iglo
b
e.n
e.jp

科
・
報
告

第
四
十
五
回
機
友
会
総
会
報
告

�

事
務
局
　
小
笠
原
富
雄
（
49
年
卒
）

機　

友　

会

機　

友　

会

令
和
五
年
度
擬
宝
珠
会
総
会
報
告

�

事
務
局
　
小
山
田
正
敏
（
42
年
卒
）

擬
宝
珠
会

擬
宝
珠
会

令
和
五
年
度
桜
化
会
活
動
報
告

�

事
務
局
　
神
　
初
見
（
44
年
卒
）

桜　

化　

会

桜　

化　

会

第
五
十
四
回
二
日
会
総
会
報
告

�

事
務
局
　
中
村
孝
幸
（
51
年
卒
）

二　

日　

会

二　

日　

会

桐
友
会
活
動
報
告

�

事
務
局
　
菊
池
清
三
（
41
年
卒
）

桐　

友　

会

桐　

友　

会

　

総
会
あ
い
さ
つ
で
は
、
川
村
会
長
よ
り

会
の
存
続
に
つ
い
て
会
員
の
皆
様
で
考
え

て
頂
き
た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

役
員
会
で
は
、
令
和
６
年
の
第
４０
回
目

の
総
会
は
開
催
の
方
向
で
進
め
て
い
る
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
是
非
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ｅ　

友　

会

Ｅ　

友　

会

Ｅ
友
会
総
会
報
告

�

事
務
局
　
浅
沼
孝
夫
（
50
年
卒
）

　

令
和
５
年
７
月
22
日（
土
）に
令
和
５
年

度
桜
化
会
役
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

役
員
会
に
先
立
ち
、
７
月
20
日
に
亡
く

な
ら
れ
た
故
吉
田
昭
夫
前
同
窓
会
長
の
ご

冥
福
を
祈
り
、
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

役
員
会
で
は
、
過
去
３
年
間
総
会
を
中

止
と
し
て
い
た
こ
と
に
伴
う
、
令
和
元
年

度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の
会
計
報
告
。

８
月
21
日（
土
）に
開
催
を
予
定
し
て
い
た

第
47
回
桜
化
会
総
会
や
役
員
改
選
等
に
関

し
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
総
会
に
つ
い

て
は
様
々
な
角
度
か
ら
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
が
結
果
、
諸
般
の
事
情
を
考
慮

し
、
残
念
な
が
ら
今
年
度
も
中
止
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。
役
員
改
選
に
つ
い

て
で
す
が
、
副
会
長
職
の
お
二
方
、
理
事

お
一
方
か
ら
退
任
の
申
し
出
が
あ
り
、
新

た
に
副
会
長
に
は
滝
浦
輝
雄（
44
年
卒
）さ

ん
、
岩
舘
清
彦（
49
年
卒
）さ
ん
、
理
事
に

は
成
瀬
雄
二（
44
年
卒
）さ
ん
が
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
役
員
選
任
に
伴

い
空
席
と
な
っ
た
会
計
監
事
に
は
長
ら
く

事
務
局
長
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
下
田
利

秋
（
42
年
卒
）
さ
ん
が
就
任
。
事
務
局
長

は
私
、
神
初
見
が
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
役
員
会
で
は
最
後
に
、
来
年
度
第

48
回
桜
化
会
総
会
の
開
催
実
現
を
固
く
決

議
い
た
し
ま
し
た
。

　

工
業
化
学
科
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
来
年

は
同
級
生
と
連
絡
を
取
っ
て
総
会
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
桜
化
会
の
総
会
は
毎

年
八
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
盛

工
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
盛

工
同
窓
会
事
務
局
ま
で
、
ご
一
報
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

�

会
長　

金
谷
栄
治
（
二
八
年
卒
）

　

白
根
敬
介
新
会
長
に
代
わ
っ
て
か
ら
最

初
の
総
会
で
し
た
。
校
長
先
生
、
土
木
科

の
先
生
方
を
初
め
、
多
数
の
ご
来
賓
と
、

会
員
を
合
わ
せ
て
５８
名
の
皆
様
に
出
席
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
衷
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。例
年
通
り
記
念
講
演
、

総
会
、
懇
親
会
の
順
に
進
み
、
記
念
講
演

は
、「
２
０
２
３
盛
岡
工
業
高
校
土
木
科
」

と
題
し
、
土
木
科
科
長
の
佐
々
木
直
美
先

生
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
土
木

科
の
近
況
報
告
で
は
、
生
徒
た
ち
が
様
々

な
分
野
で
元
気
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
動
画
も
用
い
て
紹
介
さ
れ
、
４
年
ぶ
り

に
土
木
科
の
様
子
を
知
り
、
生
徒
た
ち
が

頑
張
っ
て
い
る
様
子
を
見
聞
き
し
、
と
て

も
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
平
成
７
年
３
月
か
ら
今
年
７

月
ま
で
、
２８
年
余
り
に
亘
り
会
長
と
し
て

擬
宝
珠
会
を
牽
引
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
吉
田

昭
夫
前
会
長
、
土
木
科
１
０
０
年
の
歴
史

を
刻
む
中
で
他
界
さ
れ
た
卒
業
生
、
恩
師

の
方
々
を
偲
び
、
黙
祷
を
捧
げ
て
か
ら
開

会
、
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
議
事
で
は
、

令
和
５
年
度
事
業
報
告
と
令
和
６
・
７
年

度
の
役
員
改
選
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
校
長
の
瀬
戸
和
彦
先
生
か

ら
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
、
ご
来
賓
の
方
々
を

紹
介
の
後
、
開
宴
と
な
り
、
世
代
を
超
え

て
の
交
流
、
懇
親
が
深
め
ら
れ
和
や
か
な

雰
囲
気
で
話
に
花
が
咲
く
う
ち
に
、
楽
し

い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
、
母

校
と
創
設
１
０
０
周
年
の
土
木
科
の
益
々

の
発
展
と
、
出
席
者
一
同
の
健
勝
と
活
躍

を
祈
り
閉
会
し
ま
し
た
。
な
お
、
今
回
の

出
席
者
で
一
番
の
先
輩
は
、
昭
和
２４
年
１２

月
卒
業
、一
番
若
い
人
は
令
和
３
年
卒
業
、

一
番
遠
方
か
ら
の
出
席
者
は
千
葉
県
佐
倉

市
か
ら
で
、
初
め
て
出
席
す
る
方
や
、
若

い
方
々
に
も
多
数
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
後
に
、
我
が
土
木
科
が
１
０
１

年
目
の
新
し
い
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
を
し
っ

か
り
と
歩
ん
で
い
く
こ
と
と
、
次
回
の
総

会
（
令
和
６
年
１１
月
１８
日　

土
木
の
日
）

に
も
、
多
数
出
席
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

祈
念
し
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

�

会
長　

白
根
敬
介
（
四
一
年
卒
）

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
し
て
い
ま
し
た

が
、
４
年
ぶ
り
と
な
る
、
令
和
５
年
度
の

総
会
を
令
和
５
年
１１
月
１８
日
（
土
）、「
土

木
の
日
」
に
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛

岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
で
開
催
し
ま
し
た
。
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事
務
局
よ
り

　

今
年
度
は
、
同
窓
会
総
会
・
役
員
会
が

実
施
で
き
ま
し
た
。
総
会
は
４
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
て

の
開
催
で
沢
山
の
御
指
導
・
御
鞭
撻
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

総
会
の
懇
親
会
は
中
止
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
会
議
の
み
の
開
催
と
な
っ
た
た
め
、

懇
親
会
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
年
度
は
、
是
非

と
も
開
催
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
長
の
吉
田
昭
夫
様
が
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
心
よ
り
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ

ま
す
。
後
任
に
白
根
敬
介
様
、
体
育
後
援

会
長
に
滝
浦
輝
雄
様
に
理
事
会
で
承
認
さ

れ
た
こ
と
を
御
報
告
を
い
た
し
ま
す
。
同

窓
生
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
御
協
力
を
頂

き
、
事
務
局
一
同
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
御

支
援
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年
度
盛
工
同
窓
会
事
務
局

事
務
局
長　
　
　
　
　

佐
々
木
和
広

体
育
後
援
会
理
事
長　

角　
　

清
一

事
務
局

　
　

大
坪　

一
司　
　

澤
瀨　
　

修

　
　

畠
山　
　

剛　
　

石
川　
　

聖

　
　

小
原　

義
巧　
　

中
嶋　

将
太

　
　

小
野
寺
優
介　
　

吉
田　

大
地

　
　

澤
屋
敷　

諒　
　

村
上　

英
二

　
　

小
野
寺　

稔　
　

中
井　

忠
則

　
　

舘
澤　

文
枝

経　歴 
昭和８年７月22日生
昭和27年３月 岩手県立盛岡工業高等学校　土木科卒業
平成10年４月～16年３月 岩手県立盛岡工業高等学校　同窓会副会長
平成15年 秋の叙勲「瑞宝双光章受章」
平成16年４月～ 岩手県立盛岡工業高等学校　同窓会長

盛工同窓会　前会長

故 吉田 昭夫 儀

盛工同窓会の発展に貢献して頂きました

令
和
五
年
七
月
二
十
日

吉
田
昭
夫
儀

九
十
一
歳
を
も
っ
て
永
眠
致
し
ま
し
た

こ
こ
に
生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す


